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１ .  Kyoto iUP生の対談動画を 
　 公開しました

2.  2022年度生の予備教育を
　 実施しています

3.  2023年度の選抜審査を
　 進めています

4.  広報・リクルート活動の
　 取組実績

5. 留学生ラウンジ「きずな」を
　 訪問しました
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Kyoto iUP
YouTubeチャンネル

１. Kyoto iUP生の対談動画を公開しました

　Kyoto iUPの取組や学生の様子を伝えるべく、日々ウェブサイトやSNSで
情報発信を行っております。2022年度は4本のYouTube動画を公開し、特
に学部1回生・2回生による先輩後輩対談動画は好評を博しています。出願
準備や日本語学習時間、予備教育課程・学部進学後の授業の様子から、日
本人学生との交流やKyoto iUPに入学して良かった点まで、本音も交えて
自身の経験を語ってくれました。

　プログラムの内容や入学後の学生生活をよりリアルに伝えるコンテンツに
なっただけでなく、対談に参加した学生にとっても、2回生はこれまでの歩み
を振り返りながら自身の成長を感じ、1回生は先輩の姿を見てこれからの未
来をイメージする、またとない機会になりました。

　学生の個性や想いを感じられる3本構成となっておりますので、是非
Kyoto iUP YouTubeチャンネルにてご覧ください。

Kyoto iUP: Students Talks
・About the Application 
・About the Preparatory Course
・About the Qualifying Test and Classes After Entering Faculty

リラックスした雰囲気で対談するiUP生たち

それぞれの経験を分かち合う



　
　2022年度の予備教育課程を10月1日から開始しました。昨年度はコロナ禍で渡日できない予備教育履修生もいたた

め、対面授業とオンライン授業を組み合わせたハイブリッドスタイルの授業を実施しましたが、今年度は全員の渡日が叶

い、対面授業を実施しています。

　26名の予備教育履修生は、学部進学後に必要となる水準の日本語能力を身につけるべく、初級から上級までそれぞれ

のレベルに応じた日本語学習に励んでいます。レベルはこれまでの学習歴だけでなく、入学時に実施した日本語プレースメ

ントテストの結果も踏まえて決定しています。例えば初級IIレベルの授業では、基本的な語彙・文型を学ぶこと、日常生活に

役立つ平易な文を読み書きできるようになること、身近な情報を簡単な単語表現で説明できるようになること等を目標とし、

「話す・聞く・読む・書く」の4技能を総合的に向上させていきます。

　他にも、現地の高校で学んだ内容と日本の高校で学習する内容とのギャップを埋めるため、数学、物理、化学、世界史と

いった科目別の補習も行っています。学生の既習範囲や理解度に応じた時間割を作成し、希望の学部へ進学できるよう、

きめ細やかな予備教育を実施しています。

　予備教育達成度確認試験に合格した後は、いよいよ学部への進学を決めるQualifying Testが待っています。受験に向

けて日々ハードスケジュールをこなしている予備教育履修生ですが、4月には学部課程を開始できるよう、教職員も全力で

サポートしていきます。

2. 2022年度生の予備教育を実施しています

日本語の授業風景 グループワークで学びを深める

3. 2023年度の選抜審査を進めています

　2023年10月に予備教育履修生として受け入れるKyoto iUP生の出願受付を11月1日から開始しました。

選抜審査スケジュールは以下のとおりです。

・出願期間　2022年11月1日～2022年12月5日

・面接審査　2023年2月27日～2023年3月10日

・合格発表　2023年4月7日

　今年度は受入定員数25名に対して、49の国・地域から437名の出願があり、世界中からたくさんの優秀な学生が

出願してくれています。次世代を担う、優秀で志の高いユニークな学生が、今年も入学してくれることを楽しみにしてい

ます。



こ れ ま で の 活 動 実 績

4. 広報・リクルート活動の取組実績

　2022年度も引き続きコロナ禍で積極的な現地渡航が難しい状況が続きましたが、オンラインイベントのフル活用に加え、
徐々に高校訪問や対面でのリクルート活動も再開しました。6月から11月まで計21回のイベントを実施し、現地協力機関とも
連携しながら、世界各地の延べ約1,700名の学生・保護者・高校教員等にアプローチを行いました。

オンラインセミナー

タイの高校訪問

高校でセミナー参加する学生
（高校側提供）

5. 留学生ラウンジ「きずな」を訪問しました

　2022年10月に、予備教育履修生が本学の留学生ラウンジ
「きずな」を訪問しました。「きずな」は京都大学に在籍する留
学生の相互交流を促進し、留学生と日本人学生及び教職員と
の交流の場として、2002年春に開館しました。

　館内は主に2つの部屋、留学生アドバイジングサービスを受け
られるサロンと語学学習用のリーディングルームに分かれていま
す。まずサロンではアドバイザーから、自分一人では解決できな
い学修・生活上の様々な問題や悩みについて、予約不要で相談
可能である旨の説明を受けました。 リーディングルーム



　 　
　  Kyo to  iUP  News l e t t e r
　　発　行　京都大学国際高等教育院吉田カレッジオフィス
　　連絡先　吉田カレッジオフィス事務室
　　　   　　Ema i l :  y c - soka t su＊ma i l 2 . adm.kyo to -u . ac . j p
　　　　　　（＊を＠に変えてください）

2

留学生ラウンジ「きずな」

　続いて訪れたリーディングルームでは、豊富な言語教材を一度に
3冊、2週間まで借りることができます。ここではフルタイムのスタッ
フに加え、複数の学生がきずなチューターとして日替わりで勤務し、
留学生をサポートしています。また、言語交換の掲示板があり、お互
いに勉強したい言語を話す学生同士が言語練習・異文化交流した
り、新しい友達を作ったりするためのきっかけを提供しています。

　最後に、教育推進・学生支援部棟にある留学生相談室も訪問し
ました。こちらでは、臨床心理士や医師のカウンセリングを受けるこ
とができます。困ったときは一人で悩まずに相談できる体制が整っ
ていることを知り、安心した様子の予備教育履修生でした。Kyoto
iUP生が学業に集中し、安心して大学生活を送ることができるよう、
Kyoto iUPオフィスのみならず大学全体としてもサポートしていま
す。

サロン
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　Kyoto iUPに出願するまで、日本語の知識はありませんでした。6ヶ月間の
予備教育課程で集中して日本語を勉強したおかげで、色々な場面で日本語が
理解でき話せるようになりました。一緒に授業を受けていた仲間も同じように日
本語が上達していました。

　学部進学後も、授業や使用教材、日常生活の中で日々日本語に触れること
で、日本語を使うことに対する自信がつきました！これから日本人の学生と共に
学ぶ機会が増えていくので、もっと日本語に慣れることができると期待していま
す。

UNO IRSYAD ZAHID KAMIL　工学部建築学科1回生（インドネシア）

建築学科の学年縦断講評会
「Vertical Review」では

日本語で発表し、
個人賞を受賞しました！

設計・制作した模型とIRSYADさん


